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インターバンクの声 （2015 年 1 月 29 日） 
 

日本時間の未明に発表された米連邦公開市場委員会（FOMC）の声明は、金融

政策の正常化開始には「辛抱強く(patient)」とのフォワード・ガイダンスが

維持された。ほぼ市場予想に沿った結果だったが、それでもユーロ、円、豪

ドルなどの主要通貨は、声明が発表された直前直後に少し荒っぽい値動きを

見せ、特に豪ドルは昨日のアジア時間に発表された自国第４・四半期の消費

者物価指数後に上昇していた０．８０ドルの水準から元の０．７９ドル水準

まで１００ポイント近く下落してしまった。一番反応が鈍かったように見え

たのがドル円だが、FOMCの声明内容が最近１０日間ほど続いている１１７～

１１９円レンジから抜け出させるほどのインパクトが無かったので仕方ない

ところだ。ユーロが細かい上下動を繰り返しているが、こちらは FOMCの声明

よりも、スイスショックの余震や揉め始めたギリシャ情勢による影響による

ものだろう。２月は米 FOMCや欧州中央銀行（ECB）理事会の開催もなく、各

国経済指標の結果や政治情勢が相場を動かすことになりそうだ。 
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